
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0

0

100

100

備考
.

授業形態 単位数

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

《内容１》　税理士 《経験年数１》　23年

《内容４》 《経験年数４》

《内容２》 《経験年数２》

《内容３》 《経験年数３》

ビジネスDP(2)

100

〇

評価方法／ディプロマポリシー 定期試験
クイズ

小テスト
提出課題

(レポート含む)
その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

ビジネス実務の分野において、基礎知識を身につけるとともに、専門的な知識や技能を修
得し、各種資格取得を目指して専門性を磨き、これらを柔軟に活用していくことができ
る。

地域社会を理解し、様々な課題に取り組み幅広い教養を身につけるとともに、変化するビ
ジネス社会に対応するための協働的な実践力を身につけている。

自己理解を深め目標に向かって主体的に行動するとともに、多様性を尊重し、様々な価値
観を持つ他者との良好な信頼関係を築いていくことができる。

科目名称：
担当者名：

区分
専門教育科目

授業の達成目標・到達目標

演習 1

コンピュータ会計
小酒　義幸

 
一般法人での経理担当としての活躍できるように、日本商工会議所主催「電子会計実務検定試験　3級」の合格を目標と
します。

実務経験のある教員の担当

企業の財政状態・経営成績を数値化し客観的に示すための会計処理を、中小企業や個人経営者の間で広く利用されてい
る会計ソフトを使用し、実務に即した実践的な会計処理技術と能力を取得することを目的とします。また、AIによる自
動仕訳の確認業務を行えるよう演習を反復継続します。
そのため、この科目を履修するには日商簿記3級程度の基本知識が必要です。

ビジネス実務学科

ビジネスDP(1)

授業の目的・テーマ

ビジネスDP(3)



事前事後学修時間（分）

第１回 60分

第２回 60分

第３回 60分

第４回 60分

第５回 60分

第６回 60分

第７回 60分

第８回 60分

第９回 60分

第10回 60分

第11回 60分

第12回 60分

第13回 60分

第14回 60分

第15回 60分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

成績評価の方法・基準

BSの貸借一致とPLの最終
金額との関連を理解して
いない

BSの貸借が一致してお
り、PLの各段階での利益
内容を把握している

すばらしい とてもよい よい 要努力評価ルーブリック

科目名・金額の入力の正
確性に欠ける

科目名・金額の入力が正
確

教科書：　コンピュータ会計　基本　テキストと問題集(毎回授業で使用する)
※準備資料として以前学修した日商簿記3級程度の教科書、問題集を持参してください。

日本商工会議所主催の「電子会計実務検定試験 3級」の結果で成績評価を行います。

　定期試験は、

BSの貸借一致・PLの利益金額
の理解度

BSとPLの金額が関連して
いることを理解している

勘定科目を使用している

課題に対してのフィードバック

過去の試験2

まとめと実技演習(ディスカッションをしながら演習
をすすめる)

第1章　仕訳入力作業（穴埋め問題は自宅で復習） 補助科目の重要性

第4章　税金の基礎編

補助科目の必要性を理解してい
ない

正確かつ迅速な会計データ入力

授業の内容・計画

どの勘定科目に補助科目
が必要か理解している

PLの最終金額がBSの純資
産に与える影響を理解し
ている

第7章　仕訳入力作業（前回から引き続き完成）

実際の過去の検定試験内容を把握

事前事後学修の内容

第2章　仕訳入力作業（穴埋め問題は自宅で復習）

教科書・参考書

仕訳の入力作業

補助科目の区分

科目名・金額の入力が正
確、かつ摘要欄も詳しく
記入がある

第3章　仕訳入力作業（穴埋め問題は自宅で復習）

第5章　仕訳入力作業（前回から引き続き完成）

授業内課題提出後（メール添付）は、返信メールにて注意点・評価を行う。
上記のメールは必ずGmailを使用する。

前月末や指定日の帳簿確認方法

簿記3級程度の仕訳、転記、作表の技術確認

過去の試験1

日商簿記3級程度の仕訳等を事前確認

領収書・請求書形式の理解

第5章　仕訳入力作業（問題が多いため次の授業も） 社会保険の種類と加入義務

科目名・金額の入力が正
確、摘要欄の記載もある

どの勘定科目に補助科目
を使用すべきか理解して
いる

実際の過去の検定試験内容を2週連続で
行い、出題と傾向を把握

これまでの内容をすべて復習しておく

第7章　仕訳入力作業（問題が多いため次の授業も）
補助科目・売上伝票や仕入伝票数値を正
確に入力

法人・個人に関わる租税全般

仕訳入力による月次試算表作成

第6章　仕訳入力作業
月次試算表を使い対前月比較による業務
改善検討

第8章　仕訳入力作業

正確な会計データ入力による月次試算表
の活用方法

事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間と事
前事後学修を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。
また、事前事後学修としては、次回までの課題プリント(小レポート)をまとめることになる。

第5章　仕訳入力作業（問題が多いため次の授業も）
源泉所得税と住民税の特別徴収義務者で
ある法人手続き


